
ライドシェア阻止へ　全国から声を

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
を
め
ぐ

る
動
き
は
佳
境
を
迎
え
て
い
ま

す
。
解
禁
派
は
新
法
の
制
定
を
求

め
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
年
内
に
、

現
行
の
道
路
運
送
法
の
78
条
（
自

家
用
有
償
運
送
な
ど
）
の
範
囲
で

実
施
で
き
る
"
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
的

な
も
の
"
に
つ
い
て
政
府
方
針
が

示
さ
れ
ま
す
。

　

方
針
策
定
に
向
け
、
解
禁
派
の

デ
ジ
タ
ル
行
財
政
会
議
や
、
規
制

改
革
推
進
会
議
、
小
泉
進
次
郎
議

員
を
中
心
と
し
た
超
党
派
の
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
勉
強
会
な
ど
が
会
合
を

重
ね
て
お
り
、
政
府
や
国
土
交
通

省
に
対
し
「
タ
ク
シ
ー
会
社
以
外

に
も
管
理
さ
せ
ろ
」「
雇
用
関
係

を
条
件
に
す
る
な
」、「
地
域
公
共

交
通
会
議
を
通
さ
ず
首
長
の
一
存

で
実
行
可
能
に
し
ろ
」、「
大
阪
な

ど
の
都
市
部
で
も
認
め
ろ
、
運
賃

は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

を
認
め
ろ
」
な
ど
、
好
き
勝
手
な

要
求
を
突
き
つ
け
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
も
の
が
実
現
す
れ
ば
、

日
本
の
公
共
交
通
は
ズ
タ
ズ
タ
に

さ
れ
、
労
働
者
全
体
の
権
利
が
破

壊
さ
れ
ま
す
。
ハ
イ
タ
ク
労
働
者

だ
け
で
な
く
、
全
て
の
労
働
者
、

そ
し
て
交
通
事
業
者
と
と
も
に
全

国
で
反
対
の
声
を
上
げ
ま
し
ょ

う
。

　

嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
は
岩
手
県

議
会
が
12
日
、「
安
全
・
安
心
を

無
視
し
た
無
秩
序
な
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
の
導
入
に
反
対
し
地
域
公
共
交

通
を
守
る
施
策
の
推
進
を
求
め
る

請
願
」
を
採
択
し
、
政
府
や
国
会

に
意
見
書
と
し
て
提
出
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
埼
玉
や
兵
庫
で
も

県
へ
の
要
請
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
分
の
住
む
県
や
市
長
村
に

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
入
れ
な
い
よ
う

運
動
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

　

全
自
交
本
部
で
は
12
月
4
日
に

溝
上
泰
央
中
央
執
行
委
員
長
が
小

泉
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
勉
強
会
に
出
席

し
、
力
強
く
反
対
の
声
を
上
げ
、

8
日
に
は
デ
ジ
タ
ル
庁
前
で
抗
議

の
街
宣
行
動
を
実
施
。
13
日
に
は

声
明
を
発
し
て
、
口
先
だ
け
の
タ

ク
シ
ー
・
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
共
存
論

を
強
く
批
判
し
、
供
給
不
足
の
へ

の
対
案
を
示
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
や
兵
庫
県
で
知
事
へ
の
要
請
行
動
を
実
施

岩
手
県
議
会
が﹁
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
反
対
﹂の
意
見
書

㊤㊦12月8日、デジタル庁の前で全自交労連が行ったライドシェア
に反対する街宣行動。全国の役員や東京地連の役員ら約60人が「タ
クシーをつぶすライドシェア絶対反対」と声を上げました

11月30日、埼玉地連は埼玉県乗用自動車協会とともに埼玉
県知事へライドシェアに反対する要請書を提出。本部の溝上委
員長や関東地連の水野潔委員長も同席。鵜澤克己委員長（左
から4人目）が山本悟司副知事（左から5人目）に手渡しました

兵
庫
県
交
運
労
協
は
12
月
14
日
に
、兵
庫

県
へ
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
反
対
な
ど
を
要
請
。

左
か
ら
３
人
目
が
全
自
交
兵
庫
地
連
の
北

坂
隆
生
委
員
長

溝上泰央中央執行委員長（右端）は12月4日、ハイタクフォーラム
を代表して超党派国会議員によるライドシェア勉強会に出席し「ラ
イドシェア＝白タクの導入に断固反対する」と主張しました。左から2
人目が小泉進次郎議員（勉強会会長）、左端が川鍋一朗全タク連会長

岩手県内のハイタク労使は12月4日、県議
会にライドシェア反対の請願を提出し12日
に採択されました。左端が全自交岩手地本
の森茂委員長
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２０２４春闘
取り組みの基調

労
働
条
件
改
善
の
速
度
が

業
界
の
存
亡
を
左
右
す
る

地
域
の
足
の
確
保

接
客
接
遇
の
向
上

全
て
の
職
場
で
交
渉
を
！

闘
い
の
熱
を
組
織
拡
大
に

《
ス
ロ
ー
ガ
ン
案
》

運
賃
改
定
を
賃
上
げ
に
！
労
働
条
件
改
善
で
仲
間
を
増
や
す
！

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
合
法
化
阻
止
！
地
域
公
共
交
通
は
我
々
が
守
る
！

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁
の
脅
威
が

目
前
へ
と
迫
る
中
、
供
給
不
足
の

解
消
に
つ
い
て
早
急
に
目
に
見
え

る
結
果
を
社
会
や
行
政
に
示
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
賃
金
・
労
働
条
件
の
飛
躍
的

な
向
上
と
急
速
な
要
員
不
足
の
解

消
が
必
要
で
す
。「
３
年
後
、
５

年
後
に
結
果
を
出
す
」
と
い
っ
た

取
り
組
み
で
は
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

の
解
禁
を
止
め
る
こ
と
は
で
き

ず
、
ハ
イ
タ
ク
産
業
そ
の
も
の
が

消
滅
し
て
し
ま
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
は
「
公
共
交
通
の
人
手
不
足
の

状
況
を
10
年
加
速
さ
せ
た
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
需
要
が
回
復
し
た

今
こ
そ
、
10
年
分
の
時
計
の
針
を

一
気
に
巻
き
戻
さ
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
春
闘
に
お
け
る
労

働
条
件
改
善
の
ス
ピ
ー
ド
が
業
界

の
存
亡
を
左
右
す
る
の
で
す
。

　

ハ
イ
タ
ク
産
業
だ
け
で
は
な

く
、
多
く
の
産
業
が
い
ま
人
手
不

足
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
他
産
業
と
比
べ
て
も
魅
力
的

な
賃
金
、
そ
し
て
働
き
方
を
実
現

し
な
い
限
り
、
新
た
な
仲
間
は
増

え
ま
せ
ん
。
非
常
事
態
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
経
営
者
に
自
覚
さ

せ
、
思
い
切
っ
た
賃
金
の
改
善
、

そ
し
て
働
き
方
の
改
革
を
進
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
人
材
採

用
が
進
み
稼
働
が
増
え
れ
ば
台
当

た
り
の
営
収
は
落
ち
込
む
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
が

導
入
さ
れ
れ
ば
は
る
か
に
大
き
な

損
失
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

う
。
交
渉
の
成
果
や
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
に
対
す
る
政
策
闘
争
を
組
織
拡

大
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
要
求
し
な
い
も
の
は
実
現
し

な
い
」
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
全
て

の
職
場
で
要
求
を
提
出
し
ま
し
ょ

に
見
合
っ
た
賃
金
、公
平
な
待
遇
、

や
る
気
を
損
な
わ
な
い
制
度
」
を

会
社
と
交
渉
し
、
実
現
す
る
こ
と

は
労
働
組
合
に
し
か
で
き
な
い
役

割
で
す
。

　

ま
た
、
物
価
高
騰
が
続
く
な
か

定
期
的
な
運
賃
改
定
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
が
、
値
上
げ
に
理
解
を
得
る

た
め
に
は
、
よ
り
一
層
の
接
客
・

接
遇
向
上
が
必
要
で
す
。「
日
本

の
タ
ク
シ
ー
は
安
心
で
安
全
で
レ

ベ
ル
が
高
い
」。
そ
の
評
価
を
維

持
し
続
け
る
こ
と
が
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

阻
止
の
た
め
に
も
極
め
て
重
要
で
す
。

　
「
タ
ク
シ
ー
が
足
り
な
い
」
と

い
う
声
の
原
因
は
地
域
ご
と
に
違

い
ま
す
。
都
市
部
で
は
労
働
条
件

の
改
善
を
進
め
乗
務
員
を
増
や
す

こ
と
が
最
大
の
対
策
で
す
。
一

方
、
過
疎
地
で
は
、
タ
ク
シ
ー
会

社
が
自
治
体
と
連
携
し
て
乗
合
や

定
額
の
タ
ク
シ
ー
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
観
光

地
で
は
需
要
が
高
ま
る
時
期
に
合

わ
せ
、
乗
務
員
と
車
両
を
増
減
さ

せ
る
実
験
が
始
ま
り
ま
し
た
。
地

域
の
足
の
確
保
を
経
営
者
に
働
き

か
け
る
と
共
に
、「
仕
事
の
苦
労

２
０
２
４
春
闘
方
針（
素
案
）

２０２４春闘　統一要求案および行動指針
１． ハイタク賃金の統一要求は賃金体系にかかわらず、賃金改善分と他産業との格差改善分として

１人当たり月額 10,000 円を要求する。

２． 賃金改善目標は各県の全産業平均年収への到達。運賃改定による増収分を適切に賃金に反映さ
せることで、少なくともフルタイムで勤務する場合は他産業との賃金格差を解消できるだけの
賃金改善を求める。歩合給主体の賃金体系において、不当に労働分配率を改悪する行為は断じ
て認めず、固定給主体の賃金体系においては、基本給のベースアップによる運賃改定効果の適
切な反映を要求する。

３． コロナ禍で生じた賃金激減と人材流出を繰り返さないため、基本給の底上げを求め、固定給主
体の生活安定型賃金への転換を求める。

４． ライドシェア導入阻止を最大の政策課題ととらえ、労使一体で阻止に取り組むことを確認する。
地域の交通の課題を解決するために、自治体と連携した輸送サービスの実施を事業者に強く求
める。

５．職場に若者や女性を迎え、乗務員不足による「交通崩壊」を阻止しよう！
　　 固定給中心の賃金体系の創設、長時間労働の是正、働きやすい短時間勤務などの柔軟な勤務体

系を導入し、安心して長く働ける職場を創ろう！

６． 物価高は止まっていない。賃金格差が解消されるまで２～３年ごとの運賃改定を求めよう！

７． 改善基準告示の改正に合わせ、長時間労働是正と賃金が低下しない効率的な働き方を追求する。
割増賃金を確実に支払わせ、最低賃金違反、累進歩合、不当な運転者負担、過度な遠距離割引
を地域と職場から一掃しよう。年間５日以上の確実な有給休暇付与を徹底し、有給休暇の手当
は仮想営収方式に。

８．ハイタクＡ型賃金における一時金の獲得目標は年間 100 万円以上とする。

９． 自教労組の賃上げ要求は月額 15,000 円。一時金要求は年間 80 万円以上とする。

10． 退職金は、Ａ型賃金においては現行制度を維持し、協定額の上積みを要求する。Ｂ型、ＡＢ型
賃金においては新たな退職金制度の確立に取り組み、要求基準は５年 =50 万円以上、10 年
=100 万円以上とする。

11． 運転者最低賃金の創設に向けて、「1,300 円」または「地域最賃 +200 円以上」の時間額で
企業内最低賃金を要求する。

12． 全ての職場で 65 歳以上の定年制を要求する。「同一労働・同一賃金」を基本に嘱託・定時制等、
非正規労働者の差別的賃金を許さない労働協約を締結する。

13． 一方的な労働条件の不利益変更、不当解雇を許さず、労働組合の団結力で生活と雇用と職場を
守り抜こう！

14． 改正タクシー特措法の実効性ある運用で、台数・運賃を適正化させよう！
　　 利用者目線でサービス向上に取り組み活性化を実現しよう！

15． 格差を拡大させてきた自公政権を終わらせよう。各地で持続的なタクシーへの支援を実現し
よう！

16．春闘を通じて、職場と地域に全自交組織を拡大・強化しよう！

【要求提出は２月 28 日まで。回答指定日は中央委員会で決定】

全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行 第１２４３号（2）２０２３年12月20日



る
」
と
、
自
信
を
も
っ
て
断
言
で
き

る
状
況
を
労
使
で
作
り
上
げ
る
こ
と
、

そ
れ
が
２
０
２
４
闘
の
最
大
の
課
題

で
す
。

　

２
０
２
４
春
闘
の
統
一
要
求
額

は
ハ
イ
タ
ク
で
月
額
１
万
円
を
掲

げ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
運
賃
改

定
の
反
映
分
を
除
い
た
純
粋
な
賃

上
げ
の
要
求
額
で
す
。
運
賃
改
定

の
増
収
分
と
月
額
１
万
円
の
賃
金

改
善
分
を
併
せ
て
、
飛
躍
的
な
待

遇
向
上
を
果
た
し
、
他
産
業
と
の
賃

金
格
差
を
一
気
に
縮
め
、
さ
ら
に

追
い
抜
く
こ
と
が
今
春
闘
の
テ
ー

マ
で
す
。
２
０
２
２
年
の
厚
生
労

働
省
調
査
で
は
、
タ
ク
シ
ー
乗
務

員
の
年
収
と
全
産
業
平
均
の
年
収

に
は
１
３
５
万
２
４
０
０
円
の
格

差
が
あ
り
ま
し
た
（
男
性
平
均
で

は
１
９
１
万
３
０
０
０
円
、
女
性

平
均
で
は
74
万
１
４
０
０
円
の
格

差
）。
こ
の
賃
金
格
差
を
解
消
し
、

安
定
し
た
賃
金
を
実
現
す
る
こ
と

こ
そ
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
阻
止
に
向

け
た
最
も
有
効
な
対
策
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。

　

全
国
の
大
半
の
地
域
で
運
賃
改

定
が
実
現
し
、
歩
合
給
制
度
の
プ

ラ
ス
の
効
果
か
ら
月
例
賃
金
が
大

幅
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

一
部
の
事
業
者
は
運
賃
改
定
に
合

わ
せ
て
、
労
働
分
配
率
の
改
悪
を

実
施
・
画
策
し
ま
し
た
。
今
回
の

運
賃
改
定
の
大
義
は
、
労
働
条
件

を
向
上
さ
せ
、
要
員
不
足
を
解
消

す
る
こ
と
で
あ
り
、
労
働
分
配
率

を
引
き
下
げ
る
行
為
は
負
担
増
を

お
願
い
す
る
利
用
者
へ
の
裏
切
り

行
為
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
賃
下
げ
行

為
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
固
定
給
主
体
の
Ａ
型
賃
金
の

職
場
で
は
固
定
給
部
分
の
引
き
上

げ
が
な
い
限
り
、
増
収
分
が
適
切

に
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
強

く
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
要
求
し
ま
す
。

　

賃
金
改
善
に
加
え
、
女
性
・
若

者
・
高
齢
者
ら
、
全
て
の
人
が
働

き
や
す
い
職
場
環
境
の
実
現
を
急

が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
具
体

的
に
は
短
時
間
勤
務
の
導
入
や
、

長
時
間
労
働
の
是
正
、
定
年
延
長

や
会
社
負
担
に
よ
る
健
康
診
断
の

項
目
拡
充
・
脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
健
診
の
実

施
等
で
す
。
２
０
２
４
年
４
月
１

日
か
ら
は
、
労
働
時
間
に
関
す
る

規
制
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
こ

れ
を
好
機
と
捉
え
、
賃
金
を
減
ら

さ
ず
労
働
時
間
を
減
ら
す
取
り
組

み
が
重
要
で
す
。
若
い
人
ほ
ど
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
、

長
時
間
労
働
を
敬
遠
す
る
こ
と
が

各
種
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
て

お
り
、
ハ
イ
タ
ク
業
界
の
イ
メ
ー

ジ
を
変
え
る
た
め
に
は
、
大
胆
な

見
直
し
が
必
要
で
す
。

　

政
策
面
の
闘
い
で
は
、
一
に
も

二
に
も
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
阻
止
に

全
力
を
挙
げ
ま
す
。
各
職
場
の
労

使
で
危
機
感
を
共
有
し
、
労
使
一

体
で
一
般
市
民
や
議
員
、
行
政
へ

の
働
き
か
け
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
選
挙
で
は
、
多
く
の
議
員

が
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
反
対
で
活
動
し

て
い
る
立
憲
民
主
党
を
支
援
し
、

公
共
交
通
と
自
ら
の
生
活
を
守
り

ま
す
。
特
に
、
党
を
挙
げ
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
を
推
進
す
る
日
本
維
新
の

会
の
勢
力
拡
大
は
絶
対
に
阻
止
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

物
価
高
が
止
ま
ら
ず
、
他
産
業
で
も

大
幅
な
賃
上
げ
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
ハ

イ
タ
ク
乗
務
員
、
自
動
車
教
習
所
の
指

導
員
・
検
定
員
の
待
遇
改
善
は
急
務
で

す
。
２
０
２
４
春
闘
で
は
劇
的
な
待

遇
改
善
を
求
め
、
地
域
公
共
交
通
を

守
る
闘
い
に
取
り
組
み
ま
す
。

拘
束
時
間
及
び
時
間
外
を
含
む
実

労
働
時
間
の
管
理
方
法
に
つ
い

て
労
使
で
し
っ
か
り
と
協
議
し
、

日
々
の
労
務
管
理
に
つ
い
て
も
確

認
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
時
間
外

労
働
月
60
時
間
以
上
５
割
増
し
賃

金
支
給
対
応
の
確
認
も
含
め
、
時

　
自
教
労
働
者
の
２
０
２
４
春
闘

要
求

　

１
.
賃
上
げ
要
求
は
、
月
例
で

１
５
０
０
０
円
と
し
ま
す
。
待
機

時
間
も
労
働
時
間
と
し
て
適
正
な

賃
金
支
払
い
を
要
求
し
ま
す
。
時

間
額
１
５
０
０
円
以
上
の
企
業
内

最
低
賃
金
協
定
の
締
結
を
求
め
ま

す
。

　

２
.
一
時
金
要
求
は
、
年
間

80
万
円
以
上
と
し
、
各
職
場
が
自

間
外
労
働
に
過
度
に
依
存
し
な
い

効
率
的
な
賃
金
体
系
を
構
築
す
る

よ
う
要
求
し
て
い
き
ま
す
。

　
（
３
）
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用

と
70
歳
ま
で
の
勤
務
延
長
者
へ
の

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
実
現

　
（
４
）
健
康
管
理
の
充
実

主
的
に
決
定
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

３
.
退
職
金
増
額
を
要
求
し
ま

す
。
中
退
共
加
入
を
促
進
し
、
月

額
掛
金
１
万
円
以
上
を
求
め
ま
す
。

　

４
.
各
種
資
格
手
当
の
新
設
や

増
額
を
求
め
ま
す
。
高
齢
者
へ
の

運
転
技
能
検
査
な
ど
新
た
な
業
務

負
担
に
対
す
る
手
当
を
求
め
ま
す
。

　

５
.
定
年
年
齢
を
65
歳
と
す
る

よ
う
求
め
ま
す
。
同
時
に
年
齢
に

よ
る
賃
金
減
額
を
行
わ
な
い
よ
う

《
ハ
イ
ヤ
ー
の
政
策
要
求
》

・
運
賃
改
定
の
適
切
な
実
施

・
登
録
事
業
者
の
事
業
実
態
の
把

握
と
悪
質
事
業
者
排
除

・
２
０
２
３
年
11
月
、
公
正
取
引

委
員
会
が
示
し
た
「
労
務
費
の

適
切
な
転
嫁
の
た
め
の
価
格
交

渉
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
く

適
正
な
価
格
転
嫁

求
め
ま
す
。

　

６
.
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
を

求
め
る
と
と
も
に
、
嘱
託
・
パ
ー

ト
指
導
員
な
ど
の
不
安
定
雇
用
を

排
除
し
、正
社
員
化
を
進
め
ま
す
。

　

政
策
課
題
に
つ
い
て
は
、
合
理

的
で
実
態
に
即
し
た
な
教
習
内
容

や
、
地
元
で
も
各
種
資
格
を
取
得

で
き
る
よ
う
に
す
る
制
度
改
正
、

補
充
講
習
の
運
用
見
直
し
、
Ａ
Ｉ

教
習
の
拡
大
反
対
な
ど
の
テ
ー
マ

に
連
合
・
自
動
車
教
習
所
連
絡
会

等
を
通
じ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

２
０
２
４
春
闘
は
、
ハ
イ
ヤ
ー
・

タ
ク
シ
ー
産
業
の
存
亡
を
賭
け
た
闘

い
と
な
り
ま
す
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導

入
の
動
き
が
日
増
し
に
高
ま
る
中

で
、「
タ
ク
シ
ー
が
足
り
な
い
、
乗

務
員
が
足
り
な
い
」
と
い
う
声
を
な

く
す
取
り
組
み
が
労
使
双
方
に
と
っ

て
の
最
優
先
か
つ
緊
急
の
課
題
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
魅
力
的
な

賃
金
・
労
働
条
件
と
働
き
や
す
い

職
場
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
が
必

要
だ
か
ら
で
す
。
離
職
者
を
減
ら

し
、
新
た
な
仲
間
を
職
場
に
招
き

い
れ
「
自
分
た
ち
の
住
む
場
所
に

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
入
れ
な
い
、
タ

ク
シ
ー
が
地
域
公
共
交
通
を
守

春
闘
方
針
の
要
約

① ライドシェア阻止に向け、労使一体で取り組むこ
とを求めます。

② 地域の実情に合わせた供給不足の解消対策に全力
で取り組むことを求めます。

③ 物価高騰に対応し労働条件改善の原資をつくるた
め、必要に応じ新たな運賃改定の申請を求めます。

　
（
１
）定
期
昇
給
と
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
中
心
に
交
渉

　

時
間
外
労
働
に
依
存
し
な
い
賃

金
体
系
構
築
に
向
け
て
、
固
定
給

部
分
を
交
渉
の
基
軸
と
し
、
基
準

内
賃
金
の
積
上
げ
に
繋
が
る
要
求

を
し
ま
す
。
ま
た
、年
間
一
時
金
、

退
職
金
加
算
等
も
含
め
た
ト
ー
タ

ル
賃
金
交
渉
に
臨
み
、
ハ
イ
ヤ
ー

が
、
よ
り
生
涯
職
業
と
し
て
確
立

す
る
よ
う
交
渉
し
ま
す
。

　
（
２
）
時
間
外
労
働
時
間
の
短
縮

　

２
０
２
４
年
４
月
に
施
行
さ
れ

る
改
正
改
善
基
準
告
示
で
は
、
36

協
定
の
締
結
に
あ
た
り
時
間
外
労

働
時
間
を
１
か
月
45
時
間
、
１
年

３
６
０
時
間
ま
で
と
し
、
特
別
条

項
を
締
結
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も

最
大
年
間
９
６
０
時
間
ま
で
と
な

り
ま
す
。
運
転
者
の
健
康
を
考
慮

し
た
改
正
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、 ハ

イ
ヤ
ー
の
春
闘

自
教
の
春
闘

政策要求の重点

①１月23日の第102回中央委員会で2024春闘方針を確立。

② すべての地連・地本及び各単組・支部・分会は、要求提
出日までにストライキ権（組合員の無記名投票による過
半数の賛同）を確立します。

③要求提出は２月末日までとします回答指定日は中央委で決定。

④ 闘いのヤマ場には、ストライキを含む「統一行動日」「統
一行動ゾーン」を設定して交渉を集中させ、解決を促進し
ます。

闘いの進め方

全 自 交 し ん ぶ ん 原則毎月15日発行 第１２４３号（3）２０２３年12月20日



全自交声明

　

辻
元
清
美
参
議
院
議
員
（
タ
ク

シ
ー
政
策
議
連
会
長
）
は
、
12
月

12
日
に
政
府
に
対
し
「
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
に
つ
い
て
の
河
野
太
郎
大

臣
の
『
相
関
関
係
』
発
言
と
Ｕ
ｂ

ｅ
ｒ　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
提
出
資
料
に

関
す
る
質
問
主
意
書
」
を
提
出
。

　
「
強
制
性
交
等
」
の
発
生
率
が
、

ア
メ
リ
カ
の
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
と
日
本
の

タ
ク
シ
ー
を
比
較
し
た
場
合
に

２
２
０・２
倍
あ
る
こ
と
を
指
摘
。

国
全
体
で
見
た
発
生
率
の
差
は

39
・
２
倍
な
の
で
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
は
タ
ク
シ
ー
よ
り
５・６
倍
、
凶

悪
な
性
犯
罪
の
発
生
率
が
高
い
こ

と
を
証
明
し
、
政
府
の
見
解
を
正

し
て
い
ま
す
。
同
時
に
規
制
改
革

　

自
治
労
全
国
一
般
評
議
会
自
動
車
教

習
所
協
議
会
と
全
自
交
労
連
は
、
11
月

５
、６
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
自
治

労
会
館
で
第
52
回
自
教
全
国
交
流
集
会

を
開
催
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

全
自
交
か
ら
は
自
教
部
会
の
高
橋
学

部
会
長
、
秋
田
地
連
・
太
平
自
動
車
学

校
職
員
組
合
の
藤
原
勇
委
員
長
、
黒
井

龍
一
書
記
長
、
愛
知
地
連
・
愛
知
自
動

車
学
校
労
働
組
合
の
大
橋
正
和
委
員
長
、

同
江
南
分
会
の
瀬
川
幸
尚
書
記
長
に
加

え
、
本
部
の
本
田
有
書
記
次
長
、
津
田

光
太
郎
書
記
次
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
事
前
に
各
職
場
に

行
っ
た
労
働
条
件
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

も
と
に
、
２
０
２
４
春
闘
に
向
け
た
課

題
を
議
論
し
、
太
平
自
動
車
学
校
と
愛

自
学
労
の
仲
間
も
職
場
の
現
状
や
課
題

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
本
田
有
書
記
次
長
が
、
最
高
裁

で
差
し
戻
し
判
決
が
出
た
名
古
屋
自
動

車
学
校
の
地
位
確
認
訴
訟
に
つ
い
て
報

告
。
定
年
後
再
雇
用
の
処
遇
の
切
り
下
げ

に
つ
い
て
強
い
危
機
感
を
述
べ
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
２
０
２
３
春
闘
の
賃

上
げ
額
は
、
指
導
員
の
単
純
平
均
で
前

年
比
１
４
８
１
円
増
の
５
０
８
９
円

で
、健
闘
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
連
合
の
平
均（
従
業
員
99
人
以
下
）

に
も
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
２
０
２
４

春
闘
で
は
格
差
是
正
に
向
け
た
さ
ら
な

る
賃
上
げ
が
必
要
で
す
。

推
進
会
議
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
に
提
出
さ
れ
た
、「
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
」
社
の
資
料
に
多
く
の

誤
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
採

用
し
な
い
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

辻
元
議
員
は
11
月
27
日
の
参
議

院
予
算
委
員
会
で
は
芸
術
的
な
質

問
を
連
発
し
、
万
博
の
費
用
や
防

衛
費
に
つ
い
て
多
く
の
新
事
実
を

あ
ぶ
り
出
し
ま
し
た
。ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
問
題
に
つ
い
て
も
、
岸
田
文
雄

首
相
や
斉
藤
鉄
夫
国
土
交
通
相
か

ら
、
自
家
用
有
償
運
送
を
運
行
す

る
際
に
「
地
域
の
合
意
」
が
重
要

と
い
う
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
河
野
太
郎
氏
が
外
務
大
臣

の
時
に
、
在
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
領
事

館
が
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
利
用
へ
の
注

意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
際
、
河
野
氏
は
携
帯
電
話

を
さ
わ
る
小
芝
居
で
逃
げ
、
誠
実

に
回
答
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

長
文
の
た
め
要
旨
の
み
掲
載
。

全
文
は
全
自
交
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｘ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆

１
．
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
勉
強
会
の
提

言
に
つ
い
て

　
「
超
党
派
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
勉
強

会
」
が
国
交
省
に
提
出
し
た
政
策

提
言
に
は
、「
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
の
増
加
や
賃
上
げ
を
支
援
」

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
で

あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
に
つ
い

て
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
」
等
の

記
載
が
あ
る
が
、
反
対
派
を
な
だ

め
る
た
め
に
、
口
当
た
り
の
良
い

言
葉
を
無
責
任
に
羅
列
し
た
だ
け

で
あ
り
評
価
で
き
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
れ
以
外
の
部
分
で
▽
道
路

運
送
法
78
条
3
号
の
特
例
で
、
都

市
で
も
観
光
地
で
も
大
阪
万
博
で

も
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」
を
認
め
る

こ
と
▽
ド
ラ
イ
バ
ー
は
雇
用
契
約

だ
け
で
な
い
多
様
な
働
き
方
を
認

め
る
こ
と
▽
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
を
簡
単
に
早
く
行
え
る
よ
う
制

度
を
見
直
せ
▽
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

新
法
」
の
制
定
を
来
年
中
に
求
め

る
。
と
い
っ
た
内
容
を
要
求
し
て

い
る
か
ら
だ
。　

　

こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
利
用
者

の
安
全
や
利
益
が
損
な
わ
れ
、
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
会
社
の
売
上
は
低

迷
し
、
乗
務
員
の
賃
金
は
悪
化
し

て
人
材
不
足
が
加
速
す
る
こ
と
は

火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

二
種
免
許
の
役
割
を
軽
視
し
て
い

る
点
も
大
問
題
だ
。

２
．
タ
ク
シ
ー
不
足
へ
の
対
案

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
と
い
う
目

的
が
先
に
あ
る
た
め
、
観
光
地
や

都
市
、
過
疎
地
の
問
題
を
区
別
せ

ず
、
全
て
を
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
で
解

決
し
よ
う
と
す
る
暴
論
が
ま
か
り

と
お
っ
て
い
る
。「
タ
ク
シ
ー
不

足
」
の
原
因
と
解
決
策
は
地
域
に

よ
っ
て
全
く
異
な
る
た
め
①
都
市

部 

②
観
光
地 

③
交
通
空
白
地
並

び
に
過
疎
地 

④
鉄
道
・
バ
ス
等

の
運
休
や
天
候
の
急
変
等
の
４
つ

の
ケ
ー
ス
ご
と
に
課
題
を
整
理

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
対
策
を

取
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

３
．
規
制
改
革
推
進
会
議
で
の
川

邊
健
太
郎
委
員
の
発
言
に
つ
い
て

　

12
月
12
日
の
規
制
改
革
推
進
会

議
の
Ｗ
Ｇ
で
、
川
邊
健
太
郎
委

員
が
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
作
成
し
た
資

料
を
根
拠
に
し
て
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
８
割

で
禁
止
は
誤
り
と
主
張
し
た
こ

と
に
反
論
す
る
。

　

第
一
に
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
解
禁

で
大
き
な
利
益
を
得
る
企
業
の
資

料
が
、
検
証
す
ら
さ
れ
ず
政
府
の

会
議
で
「
事
実
」
と
認
定
さ
れ
る

こ
と
は
公
正
を
欠
く
。

　

第
二
に
、
橋
下
徹
氏
ら
が
「
先

進
国
で
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
導
入
し

て
い
な
い
の
は
日
本
く
ら
い
」
と

不
正
確
な
印
象
操
作
を
行
い
、
川

邊
氏
自
身
も
「
移
動
後
進
国
」
と

評
し
て
き
た
こ
と
を
、
ま
ず
撤
回

し
謝
罪
す
べ
き
。

　

第
三
に
、
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
社
の
主
張

す
る
数
字
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
し
、
行
政
の
許
認
可
や
登
録

を
義
務
付
け
て
い
る
形
式
を
含

ん
で
お
り
、
こ
れ
は
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
と
は
言
え
な
い
。

　

東
京
地
連
で
は
内
田
亨
新
委
員
長
（
大
和
）
が
「
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
白
タ
ク
合
法
化
阻
止
に
加
え
、
全
自
交
運

動
の
さ
ら
な
る
発
展
に
誠
心
誠
意
取
り
組
む
」
と
あ
い

さ
つ
。
ま
た
松
本
和
也
副
委
員
長
（
京
王
）、
本
田
明

広
書
記
長
（
京
王
）、
奥
村
公
章
書
記
次
長
（
日
交
労
）

ら
新
任
役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
地
連
で
は
、
橋
口
学
委
員
長
が
大
阪
府
市
の
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
有
識
者
会
議
に
対
し
「
結
論
あ
り
き
で
許

さ
れ
な
い
」
と
糾
弾
。
兵
庫
地
連
で
は
北
坂
隆
生
委
員

長
が
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
阻
止
し
職
場
の
仲
間
が
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
運
動
を
進
め
る
」
と
表
明
。
岡
山
地

本
で
は
大
石
純
委
員
長
が
「
６
月
下
旬
運
賃
改
定
で
９

月
ま
で
売
上
も
良
か
っ
た
が
、
10
月
に
入
り
低
迷
し
て

い
る
」
あ
い
さ
つ
。
関
西
地
連
の
成
田
次
雄
書
記
長
が

来
賓
参
加
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
あ
り
き
の
空
論
を
捨
て

真
に
移
動
困
難
解
決
の
議
論
を

自
教
　
全
国
交
流
集
会

各地で定期大会

米ウーバー性犯罪日本タクの２２０倍
辻元清美議員が新たな質問主意書

右上＝関東地連大会（11月10日、11日）
▽左上＝東京地連大会（10月31日）▽中
段右＝大阪地連大会（11月19日）▽中段
左＝兵庫地連大会（11月20日）▽下段左
＝岡山地本大会（11月26日）
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